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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤ本本本体体体ににに Pro ControlTM XP Spray SystemToroのののモモモデデデルルル番番番号号号 41604ががが搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるる必必必要要要ががが
ああありりりままますすす。。。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

警警警告告告
こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱
いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーー
タタタシシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええ
ばばば、、、保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適
切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事
項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、そそそののの装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指
示示示ににに従従従っっっててて3回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認ししし、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババ
ルルルブブブにににつつついいいてててそそそれれれぞぞぞれれれ 3回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

取取取りりり付付付けけけ

キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

スプレーヤーのポンプとエンジンを停止し、
始動キーを抜き取る。

2. 個別ブームバルブアセンブリを取り付けブラ
ケットに固定しているボルトをゆるめる外さ
ないこと図 1。

図図図 1

1. 攪拌バルブ 4. 個別ブームバルブアセンブ
リ

2. ワーム・クランプ 5. 取り付けブラケット

3. フローメータ
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3. 攪拌バルブをフローメータに固定している既
存のワームクランプをゆるめる図 1。

4. ワームクランプとガスケットを外し、フロー
メータ個別バルブアセンブリを、攪拌バルブ
から慎重に取り外す図 2。

注注注 クランプもガスケットも保管する。

図図図 2

1. ワーム・クランプ 2. ガスケット

5. 既存のガスケットは、攪拌バルブにはまる圧
力逃がしバルブアセンブリのフィッティング
に取り付ける図 3。

図図図 3

1. 既存のワームクランプ 4. 新しいガスケット

2. 既存のガスケット 5. 新しいワームクランプ

3. 圧力逃がしバルブ

6. 圧力逃がしアセンブリに既存のワームクラン
プを取り付ける図 3。

7. 圧力逃がしアセンブリを、攪拌バルブのボディ
に面一となるように移動する。

8. クランプを締め付けて圧力逃がしアセンブリ
を攪拌バルブのボディに固定する。

9. 新しいガスケットを、圧力逃がしアセンブリの
空いているフィッティングに取り付ける図 3。

10. 新しいワームクランプを、圧力逃がしアセン
ブリの空いているフィッティングに取り付け
る図 3。

11. フローメータが圧力逃がしアセンブリと面一
になるように、フローメータ個別バルブアセ
ンブリを慎重に移動させる図 4。

図図図 4

12. クランプを締め付けて圧力逃がしアセンブリ
をフローメータに固定する。

13. 個別ブームバルブアセンブリをブラケットに
固定しているボルトを締め付ける。

14. すべてのホースクランプが適切に締め付けら
れていることを確認する。

運運運転転転操操操作作作

圧圧圧力力力逃逃逃がががしししバババルルルブブブアアアセセセンンンブブブリリリののの
調調調整整整
重重重要要要 水水水圧圧圧ををを高高高くくくしししててて散散散布布布すすするるる場場場合合合ははは、、、圧圧圧力力力逃逃逃がががししし
アアアセセセンンンブブブリリリがががフフフロロローーーををを規規規制制制しししててていいいるるるたたためめめににに希希希望望望すすするるる
水水水圧圧圧ががが出出出ななないいい場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

注注注 これを避けるため、ノズルの種類が変わった場
合には、圧力逃がしアセンブリの調整を行ってく
ださい。

1. 試験散布のできる場所にマシンを移動させる。

2. 左右のブームを散布位置に降下させる。

3. ブームスイッチ 3つ全部とマスタースイッチ
を ONにする。

4. 希望する散布量で散布を行う。

5. 左右のブームを OFFにする

6. 圧力逃がしアセンブリについている水圧計の
読みとダッシュボードについている水圧計の
読みとの差が 34.5kPa (5psi)になるように逃がし
バルブを調整する。

7. ブームを何度かON/OFFさせて Pro ControlTM
XPが適切に応答していることを確認する。
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